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特集：コロナ禍におけるオンライン教育―課題と今後への展望―
名古屋外国語大学論集　第8号　2021年2月

はじめに

　思えば、はじめて「自律型学習」、いわば、アクティブ・ラーニングという

概念に接したのは、東京大学フューチャーファカルティプログラムが定める

課程を履修していた頃だった。名古屋外国語大学に着任し、オンライン授業

の担当教員となり、ようやく、昔、学んでいた理論的知識を実践に応用するこ

とができた。とりわけ、新型コロナウィルス感染拡大防止の一環として、オ

ンライン授業という形でのeラーニングが取り組まれるなか、インターネッ

トなどのツールを活用した自律型学習は、いっそう重要性を増しているよう

に見受けられる。

　この調査ノートにおいては、東京大学大学院総合文化研究科・教養学部付

属教養教育高度化機構ラクティブラーニング部門が提示した5つの課題1を手

掛かりに、2020年度1期の授業経験に立ち戻ると同時に、そこから、いくつ

か、経験則のようなものを抽出したいと思う。なぜ、その5つの課題を選ん

だかというと、それらの課題に付けられた総題は、まさに、「オンラインでこ

そアクティブラーニング」というものだったからだ。調査ノートの執筆の過

程で、『学習評価ハンドブックーアクティブラーニングを促す50の技法』2を

参考にしながら、LATsの概念を理論的根拠とするつもりでいる。

オンライン授業における自律型学習 
（アクティブ・ラーニング）

Active Learning in Online Classes

邵　丹
Dan SHAO



164

1．ラーニング・アセスメント・テクニック（LATs）とは何か

　ラーニング・アセスメント・テクニック�（LAT）�は、基本的に3つの部分か

ら構成され、相互に関連しているため、担当教員は以下のようなことを実施

できる。

　●　重要な学習目標を特定する�（学生にコースから何を得てほしいか）

　●　�効果的な学習活動を実施する（能動的で積極的な学習を促進するには

どうすればよいか。評価可能な学習成果物とは何か）

　●　�成果の分析と報告（結果はどうだったか。成果の分析と報告、つまり、

結果は何であったか）

　以上、LATを用いて実施可能のものを簡略にまとめた。LATは、一般的に、

学生の学習状況を把握するための授業内活動である。LATの選択に際して、

さらに、次の6つのステップを踏むことを望まれる。

　ステップ1：��学生に何を学んでほしいのかを明確にする。どのような重要

な学習次元に焦点を当てるか

　ステップ2：学生の学習を評価する理由を決定する

　ステップ3：LATを選択する

　ステップ4：LATを実施する

　ステップ5：結果を分析し、報告し、反映させる

　ステップ6：��「ループを閉じる」。収集・分析したデータに基づいて学習改

善のための変更を行う

　詳しくは、この調査ノートに添付されたLearning assessment techniques 

workshopのワークシートを参照すればと思う。オンライン授業にLATを取り

入れる理由として、1）学生にジャストインタイムのフィードバックを提供し

たかったこと；2）学生に学習状況を把握する機会を提供したかったこと；3）

学生に学習が継続的なプロセスであることを理解させたかったことの3つが

挙げられる。続いて、筆者は、東京大学大学院総合文化研究科・教養学部付

属教養教育高度化機構ラクティブラーニング部門が提示した5つの課題に直

面した際、どのように、LATを活用しながら、「中国語A-5」や「中国語B-5」、

それに「クリエイティブ・ライティングA」という1期のオンライン授業の
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設計、および、実施を行なってきたのかを検討してみたいと思う。

2．オンライン授業ならではの5つの課題

2.1　拭えない緊張感や不安感

　そもそも初回の授業というのは、担当者も受講者も初対面であるため、緊

張するものだ。その上、今年度は、コロナ禍でやむなくオンラインとなった

ため、緊張感が高まる一方である。こういった状況を鑑みて、筆者は、初回

の授業をリアルタイムで行わず、かわりに、Googleクラスルームを通して履

修者全員を対象に課題を提示した。具体的にいえば、「クリエイティブ・ラ

イティングA」の受講者に『すばらしい新世界』3、および、『アクロイド殺

し』4の冒頭部分を読ませ、感想文を書かせた。そして、「中国語A-5」および

「中国語B-5」の受講者に、筆者自身の設計による中国語検定試験を試しに受

けさせた。これは、いわば、LATの「インサイト・リソース・アプリーケー

ション」を活用したアプローチであった。前者は、学生に割り当てられた読

書に基づいてライティングの課題を完成させ、後者は、学生にこれまでに学

んだことを振り返らせ、過去に勉強した知識を応用する機会を提供した。結

果的に、「クリエイティブ・ライティングA」の学生は、自主的に、「SF班」

や「ミステリー班」のグループ分けを行なったのに対し、「中国語A-5」およ

び「中国語B-5」の学生は、将来的に、中検3級に合格するモチベーションを

上げた。

　さらに、学生の緊張をほぐす手として、筆者は、通信環境のアンケートを

実施しただけでなく、リアルタイム双方向の授業が始まってからの3週間を

テスト期間として定めた。学生がZoomに慣れるまでに時間がかかると思っ

たため、あえてこのような期間を設けた。加えて、授業専用のクラスルーム

にて、学生に「いちばん好きな小説は何ですか」という簡単な質問を投げか

けたり、受講者全体に問いかけ反応を引き起こそうとしていた。一方で、中

国語検定試験の最後に、感想コーナーを設け、学生に、語学学習の難点や目

標などについて語ってもらった。学生のフィードバックをもとに、コース全

体を設計したため、LATの発想の元となるバックワードデザインに基づく授
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業計画だったと言えよう。ちなみに、バックワードデザインは、結果と基づ

いた、学生中心の学習に焦点を当てた授業計画のプロセスであり、1998年に

グラント・ウィギンズとジェイ・マクティゲによって考案されたものである5。

最後に、リアルタイム双方向の授業の初回においては、担当教員と受講者が

打ち解けていくことを目指して、自己紹介のコーナーを設けた。学生に自己

紹介をしてもらったとき、筆者は、名前、所属、受講動機などの必須項目を

ある程度指定し、あとは、学生のアドリブに任せた。

2.2　背景知識の欠如

　二つ目の課題は、初回からオンラインとなったため、受講者にまつわる背

景知識が分からないということだった。通常なら、教室という共通の場で行

われる授業だが、オンライン、つまり、ヴァーチャルとなったため、受講者

の仕草や反応から「場」の雰囲気を察し、臨機応変の対応が難しくなった。

また、初対面の恥ずかしさもあり、学生は、自己紹介の時間帯以外、カメラ

をオンにすることを遠慮していた。学生に顔出しすることを強要できなくも

ないだが、そうしたところで、学生の緊張感がつのる一方ではないかと危惧

し、あえてしなかった。代わりに、Googleクラスルームの投稿機能を活用し、

普段から、学生とコミュニケーションを取ることを心掛けていた。「クリエイ

ティブ・ライティングA」の授業では、幾度か、学生からのフィードバックに

よって、急遽、オンライン授業の予定を変えたことがある。例えば、Google

クラスルームのコメントからして、コースの全体像をつかみそこねた学生を

見かけると、授業のイメージ図を作成して次回のオンライン授業でコースの

構成の説明につとめた。

　さらに、学生の背景知識の有無を客観的に判断するために、2.1で述べたア

ンケート、および、小テストのほか、挙手や投票というZoomの機能を活用

した。二択一程度の簡単な質問であれば、Zoomの「挙手」機能を使い、選択

肢が複数あるような質問の場合は、「投票」機能を用いた。
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2.3　画面の向こうの受講者は授業についてこれているだろうか

　2.1では、学生側の緊張感や不安感について検討を重ね、その対策としてい

くつかのアプローチを提示した。しかし、オンライン授業というのは、担当

教員にとっても、ほとんどの場合、初体験となるため、不安を募らせるもの

である。1期の授業を通して、筆者が感じた最も大きな不安というのは、やは

り、画面の向こうにいる学生がついてこれているかどうか、ということだっ

た。教室で行われう対面型授業でしたら、学生の反応から察することができ

たものの、今年、これが叶えないということになった。加えて、オンライン

授業での学びが断片的なものに化さないためにも、筆者は、「クリエイティ

ブ・ライティングA」という授業で、とりわけ、「ケース・スタディー」と

いうLATを重要視した。学生の意見により、文学作品のみならず、映画の脚

本をも分析対象として選んだ。その際、脚本のストーリー構成や人物造形と

いったクリエイティブ・ライティングという授業ならではの分析を行なうほ

か、この脚本が書かれた国の文化や時代背景についても言及した。ケース・

スタディーという勉強の仕方を取り入れるのは、学生に、あるトピックにつ

いて全体的に考える契機を作りたかったからだ。

　一方で、「中国語A-5」および「中国語B-5」といった語学のオンライン授

業では、発音練習→「キー・ポイント」となる単語や文法の解説→本文につ

いての解説→練習問題という順序で授業を進めてきた。アクティブ・ラーニ

ングの一環として、ネット小説をはじめ、音楽やアニメーション映画などの

現代中国の文化コンテンツの紹介をも積極的に行なった。例を挙げると、オ

ンライン授業で昨年度、ヒットした中国のアニメーション映画『羅小黒戦記』

を紹介し、同シリーズの短編動画について説明した。授業では、中国語のナ

レーションを流しながら、筆者は、日本語への同時通訳を行なうと同時に、

セリフのなかに現れる新しい表現や文法ポイントについて解説した。教科書

に基づく語学の勉強を基本として、現在、トレンディーな中国語の表現をも

なるべく学生に紹介した。なにせ、言葉というのは、生き物であり、日々、

進化を遂げているからだ。その上、内容の説明だけでなく、上述のアニメー

ション映画が作られた経緯、中国のアニメ文化、および、日本から受けた多
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大な影響などの背景知識をも学生に伝授した。これもまた、「ケース・スタ

ディー」というLATの考え方に基づくアプローチだった。オンライン授業で、

YouTube動画を活用するのは、学生の学習意欲を高める狙いがあったからだ。

2.4　オンライン授業では発言する学生がより偏るようになった

　オンライン授業の担当教員が直面するもう一つの挑戦とは、対面型授業の

ときよりも発言する学生が偏りがちだということかもしれない。なぜなら、

通常の授業だと、学生同士がお互いの反応を伺えたが、オンライン授業では

不可能なこととなった。また、教室だと、「先生」が目の前にいて、周りに、

いわば、「仲間」がいるという感覚であるのに比べ、オンライン授業では、

「先生」がパソコンの画面の向こう側にいて、「仲間」の存在もなかなか確か

められないという状況だった。結果的にいえば、学生が孤独感を思えやすい。

ゆえに、オンライン授業では、いっそう、発言しなくなる傾向が見受けられ

る。筆者が担当するオンライン授業でも、当初、自発的に質問する学生が少

なく、どちらかというと、受け身的な態度をとる学生が多かった。オンライ

ンという未曾有の授業形態に対する不慣れを筆頭として、2.1で触れた学生側

の緊張感や不安感を考えると、当然な反応と言っても過言ではない。

　そのため、「クリエイティブ・ライティングA」の授業では、学生発表の時間

を設けた。具体的にいえば、学生に、筆者が考案した「プロット」、「テーマ」

および「キャラクター」というストーリー・メイキングの三点セット（つま

り、3つの欠かせない要素）について発表してもらった。ちなみに、この授業

では、2.1で触れた課題提示によって、学生が「SF班」もしくは「ミステリー

班」を自主選択していた。学生は、期末レポートとして提出するストーリー

の構成について発表し、オンライン授業で学んだ内容を復習しながら、自分

自身の創造力を活かすことができた。なかには、筆者が驚くほど、用意周到

な準備をした学生がいた。彼女が作ったパワーポイントを見るだけで、授業

外の時間帯で、どれほど、ストーリーの構造について考えを巡らせたことが

うかがえる。その一方で、筆者は、発表を行なった学生一人ひとりに発表内

容に関するコメント、および、ストーリーを書く上で役立つ参考資料の類を
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Eメールを通して送った。そして、筆者のEメールへの返信のなかに、「今学

期の「クリエイティブ・ライティングA」を履修して楽しかった」という声

がたびたびあった。このことから、Eメールなり、Googleクラスルームなり、

担当教員と受講者の一対一のやり取りが好まれるということがわかる。発表

の時間を設けることで、オンライン授業での発言が偏ることを防ぎ、受講者

全員に活躍の場を提供することができる。しかし、これは、あくまで、小・

中規模のクラスに適用できるアプローチであって、大人数の授業における実

現がいささか難しいように見受けられる。

　ところで、「中国語A-5」および「中国語B-5」のオンライン授業では、筆

者は、受講者全員にまんべんなく音読の練習をさせたり、質問を投げかけた

りしていた。その上、「中国語B-5の」の教科書『We Can!中国語』6は、会話

文を主としているため、Zoomのブレイクアウトルームという機能を活用し

た。学生に、それぞれ、ブレイクアウトルームに入ってもらい、同じルーム

に入った学生と会話文の練習をさせた。そうすることで、学生がオンライン

授業という形式に対して抱く孤独感というものを和らげ、学生同士の触れ合

いという機会を提供できた。

2.5　 オンライン授業での学生の発表、他の学生は集中して聴けているだろ

うか

　最後に、2.4の課題の延長線上で2.5の課題の問題提起が考えられる。これ

もまた、筆者が、1期の授業で顧みなかった盲点のひとつだったのかもしれな

い。この課題を、どのようにして、解決したらよいのかというのを今後の課

題にしたいと思う。そこで、筆者が2つのアプローチに思いついた。一つは、

いわば、学術論文の編集の際に行われるピアレビューというものだ。学生に

コメントを求めることで、学生にとっては、ほかの学生の発表を集中して聞

く必要性が生まれる。発表者にとっても、教員以外からも発表へのフィード

バックが得られるのは、有意義な面がある。コメントシートを用意すれば、発

表者以外の学生全員に、そういった場を提供することが可能になる。一つは、

「何が？だから何？今は何?�ジャーナル」（What? So What? Now What? Journal）
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というクラスセッションや授業中のユニット、またはコースの終わりに使え

るLATを取り入れることだ。後者のアプローチでは、学生は以下の質問に答

えることが求められる。

　●　今日のクラスセッションで何があったのか?

　●　�今日学んだことと以前の学習経験との間にどのような関連性があった

のか。

　●　学んだことをどのように応用できるか？

　●　�このトピックまたは類似のトピックについて、もっと学びたいことは

何なのか、また、どのように学ぶのか？

　最初の質問「今日のクラスセッションで何があったのか」に答えるために、

学生は、オンライン授業の一環として行われた学生発表の内容に触れずには

いられない。その必要性から、ほかの学生の発表に耳を傾けるようになると

予想される。次に、「今日学んだことと以前の学習経験との間にどのような関

連性があったのか」を問うことで、学生に、これまでにオンライン授業で学

んできたことを復習するように促せる。さらに、「学んだことをどのように応

用できるか」という問いかけは、いささか、受け身的な勉学の仕方に慣れて

きた学生に自分の頭で考えさせるように仕向けられる。最後に、「このトピッ

クまたは類似のトピックについて、もっと学びたいことは何なのか、また、

どのように学ぶのか」という質問は、学生に一種のブレインストーミングの

機会を提供する。総じて言えば「何が？だから何？今は何?�ジャーナル」と

いうLATは、その本質からして学生に、学習の手段を習得させるためのアプ

ローチ、言い換えれば、Learning how to learnを目的とする考え方に基づく。

　その上、「オンラインでこそアクティブラーニング」の対策もまた示唆に富

む。つまり、学生に、ほかの学生の発表を「自分ごと」として捉えるように

求めるというアプローチだった。コメントのみでは、「やや他律的な取り組み

となるが、発表へのコメントを求める際には、それが自分自身の学びにとっ

ても役立つことを理解してもらえれば、より自律的な取り組み」7となる。
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まとめ

　この調査ノートでは、LATsの概念を理論的根拠としながら、オンライン授

業に際して東京大学大学院総合文化研究科・教養学部付属教養教育高度化機

構ラクティブラーニング部門が提示した5つの課題に直面したとき、筆者が

「クリエイティブ・ライティングA」や「中国語A-5」、「中国語B-5」などの1

期の授業で工夫したことをまとめてみた。総じて言えば、筆者は、「インサイ

ト・リソース・アプリーケーション」や「ケース・スタディー」などのLAT

を活用し、なおかつ、今後のオンライン授業において「何が？だから何？今

は何?�ジャーナル」というLATを取り入れるつもりでいる。状況整理の過程

で、筆者は、1期の授業経験を振り返りながら、メリット／デメリット、オ

ンライン授業の可能性や限界などについて検討した。

　少しながら、オンライン授業の経験を積んだと言っても、筆者だけでなく、

多くの教員にとっても、オンライン授業は、まだまだ未知の領域だと思われ

る。また、Zoomの利用方法をひと通り理解できたところで、現代社会におい

てテクノロジーは、日々、自己更新を行なっている。そのため、受講者の学

びを促すような授業設計・実施とは何かという課題について今後とも考えを

重ねる必要性がある。この調査ノートで、ささやかながら、筆者が考えうる

「対策」、もしくは、「実践例」を紹介してみた。論集第8号の特集「コロナ禍

における遠隔授業：実践報告」が、教員同士の意見交流の貴重な「場」を提

供してくれたことに感謝する。今後とも、アクティブラーニング手法を用い

たオンライン授業の設計や実施に役立つ情報を交換することを切に望む。
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